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緒 育

P.C.P.並びにそのソーダ塩が木材防腐に応用される傾向が大になるにつれ,それに関する研究も数

多く見る様になった｡米国ではP･C･P･埠石油系の溶剤に溶解し十数年前より電柱,土木材等に使用

しているが,Na-P.C.P.は予備的な防腐に使用され広範囲に使用されていないと言われているp こ

の原因は種々の事が考えられるが,我国では溶剤の乏しく,且高価な事より専らNa-P.C.P.の研究

に集中されるべきであり,叉近時は富にその傾向がある様に思 う｡然し,未だ問題は緒端に着手さ

れた現状で,従来 Na-P.C.P.は浸潤性不良と云われているが,その原因が主として何によるか解

明されていない｡勿論 Na-P.C.P.の分子の細胞壁えの吸着,材中で遊離の P.C.P.の生成,木材

成分との化学結合,-Na-P.C.P.の分子の大きさ等によると推察されているが,いづれに与るか ほ

半掴月していないoかかる現状にか4/がみ,我々はこの原因を研究すると共に果して如何程注入し難

いか,又従来の浸潤状態測定法にて満足であ りや否やという根本的問題を検討し,更にその実用化

についての種々の問題を検討すべく本研究を取 り上げた次第である｡

従来 P.C.P.の検出に行われて来た方法として,この塩素を含む有機化合物を分解し,塩化物に

して,それを硝酸銀で滴定するが,P.C.P.を硝酸で酸化して0-tetrachlorchinonとp-tetrachlor-

chinonとの赤い混合物を得るか,或は P.C.P.を赤褐色の銅化合物に移行せしめるかしていたが,

之等の方法はまわりくどい分析が数回必要な事,並びに鮮明な像を示さない事等があって従来の試

みは不満足なものであった｡そ の原因として考える事は P.C.P.の Phenol基は多数の塩素原子に

依って強く立体的に引き止められているので,典型的なPhenol反応をなさず,又硝酸による酸化

は同時に木材をも酸化して暗色の反応物を生ずる為であると思 う｡そこで新しい試みとして次の実

験を行って見た ｡ 即ち前述わ如く,木材中の P.C.Pの酸化によって 0-tetrachlorchinonとp-

tetrachlorchinon とが生ずるが,この中のp-tetrachlorchinonは多数の呈色反応を与える事が知

られている｡ 故に P･C･P･に腐和な酸化を起し,木材質に対しては分解作用を起さない酸化剤があ

れば,生ずる p-.teとrachlorchinonに依って呈色反応が与えられ,鮮明な像を生じP.C.P.の存在
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が確認出来る理屈である｡ そこでかかる酸化剤を探す必要があ り,種々の文献及び実験 の結果,

硝酸や塩素は問題外で chlordioxydが非常に良い事が分ったので, これを酸化剤 とし以下述べる

実験を行い,従来最も広 く採用され簡易な検出法たる 2N-CuSO4,2N-CH3COONa,Acetonの3

液等量混合液による方法 と,その示す像の鮮明度及びP.C.P.の低濃度に対する鋭敏度等につき比較

し,本検出法の優秀性を確認 した｡

実 験 之 部

本検出法は次の如き操作による｡

適当な大きさのデシケーク中に 100gの亜塩素酸 ソーダを入れ, これに 100ccの蒸溜水及び

20ccの酪酸を加 え,この上に置かれた網上に検査すべき Na-P.C.P溶液注入の木材片をお く｡ 但

し厚さは任意なるも検査すべき個所が表面になっている事を必要 とする｡ 約 3時間放置する事によ

り,発生する黄色の C102の気体にて酸化が完了する｡所定時間後,試片を取出し,軽 く水洗し乾

燥 して当量の benzenに溶かした dime払ylanilin 溶液を検査面に噴きっけると,直ちに或は短

時間後に Na-P.C･P.液の委透 している個所に紫青色の鮮明な色彩が現われる｡この場合,P.C.P.

の酸化により生 じた ⅠLtetrachlorchinonはただ dimethylanilin を methylvjolettに移行せしめ

る酸イヒ剤 として働 くにすぎないのであるら

かくの如き操作によって予備的に潅紙を用いて,種々の濃度に対する鋭敏度を調べ,更に木材に

注入した吻合につき行ったのである｡

先づ1%,0.5%,0.1%,0.05%,0.01%,0.005%のNa-P.C.P.溶液を調製 し,之に 5cm2の

滞紙を約5分間浸積 して,乾燥後本検出法 と上記硫酸銅による方法 との鋭敏性を比較実験した｡こ

の結果,硫酸銅の方法は0.5%の濃度迄明瞭にその色彩は認められ,0.1%になると亘の鮮明度は非

常に抵下し,僅かに変色が認められる程度であった｡之に反し本検出法は0.05%迄明瞭に認められ,

0.005%の低濃度にあってもその鮮明度はかな り抵下するも変色は認める事が出来た｡ 即ち,従来

広 く使用されていた硫酸銅法より造かに微量の Na-P･C二P.を鮮明に鋭敏に検出し得るのである｡

次に ヒノキ材 (9×9×150cm)を次の如き条件で注入したものについて行った｡即ち前排気 600

mmHg20分廟,規定圧力8kg/ctn2,規衰圧力上昇時間10分,規定圧力持続時間20分間,加圧中の

液温 34oC,注入後静止一夜で,乾燥度注入量等は第 1表の如し｡

第 1 表

注 入 前 】 注 入 後

試 験 材 王 墓 量(kg) i乾燥度(kg/cm巳)i 重 量(kg) F 差重量(kg)

A

B

C
D

d
一
7

6

7

1

9

8

8

1 3

5

3

2

5

3

2

3

注入量(kg/cmヨ)
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かくの如き注入状態の試験材より最も良い注入量を示す試験材Aを選んで図の如く切断し,､その

対応する面について夫々本検団法と硫酸銅法との比較を行った｡即ち,図に於いて No.2,No･3,

を更に中央で切断して N0.1とN0.2のA';N0.2のBとN0.3のA ;N0.3のB とN0.4の

夫々対応する両面について,呈色反応を行ったのである｡かくする事により出来るだけ彦透状態の

等しい個所を選んだ｡

検出試片の作製方法

第 2 表

之等の呈色面積は写真に示す通 りであ

る｡叉この皇色面積の大きさをプlラ-メ

-クー庭.て測定した値を比較すると第2

表の如くである｡即ち,写真及び第2表

に示す如く明らかに本検出法による方が

検出面積が大きく鋭敏なる事を確証して

いる｡

＼首 肯 頂 ｢ 孝 二竺 空 J No･1とNo･2a J No･2bとNo･3a

本 検 出 法

硫 酸 銅 法

456.9cm2

305.0cme

430.4cm2
288.9cm巴

No.3,biNo.4

438こ5cme
287.3cm2

.猶試験材 B.C.D.の切断面について,本検出法により呈色反応を行った結果も併せて示すと,写

真の様な遼遠状態となり試験材Aに比べて著 しく衰っている｡

結 論

以上実験の結果より従来Na-P.C.P防腐剤は浸潤性不良の為,実用化を計 り難いと考えられてい

たが,この新しい検出法によづて必ずしも充分満足な結果ではないが,今迄考えられていたよりも

かなり浸潤していることが認められ,両も防腐試験の結果,その呈色部分の防腐性も充分であるの

で,上記電柱腕木大のものであれば実用性も大いに存在する事が考えられる｡

Resume

Thispaperisconcernedofthedetectingmethodofpentachlorphenol(P.C.P.)inwood.

Theconventional:detectingme也odsareexpensiveinaround-aboutway,andlack

clearnessandsensibili-机 becausephenolgroupofP.C.P.doesnotshowthetypicalpheno-

1icreactioninproportiontoClatomsandwoodjsoxidizedbytheoxidiz]'ngagentsin

thetimewiththecolorbeingchanged.

Therefore,theresultsbysuchmethodarefarfromsatisfaction,andmoresuitable
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､methodisrequired.

Ifany-suitableoxidizingagentoxidizesmildlyanddoesscarcelyactonthewood,

P.C.P.inwoodmaybedeterminedbythecolorreactionofp-tetrachlorchinonproduced

.byoxidationofP.C.P.Thissuitableagentischlordioxyd.Whenwoodlimpregnatedwith

Na-P.C.P.solutionwaskeptintouchwithchlordioxydforabout3hours,P.C.P.inwood

isoxidizedperfectly,thenwoodiswashedwithwateranddried.

Whendimethylanilin-benzolsolution (1:1)issprayedonthesurfaceofwood,the

clearvioleトbluecolorappearesonthepartofwoodinwhichP.C.P.ispresent.Hinoki

(9×9×150cm)impregnatedwithNa-P.C.P.S〇lutionbyBethellmethodwasdetectedby

C102me払odandalsobyCuSO4method,Oneoftheconventionalmethodsandthedetected

ar甲 byboth methodswerecompardd･ Theresul.とSareshowninthephotographsand

Table2･ Inthephotograph,A-D areexpressedinTable1andNo.llNo.4arein

Fig.1.

- 40-



西泰 ･布施 ･井上 :木材研究防腐剤に関する研究


